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まえがき

筆者は大学院修士課程修了後，民間の建設会社に就職し構造設計，研究開発
業務に従事していた。民間の実務経験を生かし，平成14年4月に国立明石工業
高等専門学校に赴任した。

平成17年4月より，建築学科2年生，4年生に対し「建築構造力学」を教えるこ
とになったが，まず困ったのが教科書である。世の中には，構造力学の教科書
が数多く出版されており，どの書物を教科書にするか迷うところである。複数
の書籍を拝見したところ，理論は丁寧に解説されているが，演習問題の量が少
なく，解答がかなり省略されており，学生が演習問題を解く際の手助けになら
ない教科書が多く見受けられた。逆に理論は非常に簡単に紹介されているが，
演習問題が多く掲載されている教科書もある。構造力学の教科書は，一長一短
と言わざるを得ない。

筆者は学生時代，構造力学の教科書・参考書を机に複数ならべ，この理論を
理解するために複数の教科書を学習したものであるが，最近の学生は一つの教
科書で理解を求める場合が多い。

本書は，高専生及び大学生を対象に，1章〜14章までを 「静定構造物編」 とし，
12章，15章〜18章までを 「不静定構造物編」 に分けて構成し，できるだけ丁寧
に理論を解説し，また学生が必ず引っかかる項目については，可能な限り説明
を加えた。また，章ごとに例題を通して構造力学の理解を深め，章末に演習問
題（基礎から応用）を複数，掲載し，学生自身が解答できるように，演習問題の
解説を丁寧に書いた。

本書を学習することで，大学（工学部）3年次編入学試験，大学院（前期課程）
入学試験および1級・2級建築士学科試験（学科Ⅳ・学科Ⅲ）に十分対応できるも
のと考えている。また，構造力学をしっかり学習し，構造嫌いを少しでもなく
してほしいと願うものである。構造力学が鉄筋コンクリート構造，鉄骨構造，
土質基礎構造，建築振動学などの基礎となっていることを十分に理解してもら
いたい。

実社会の構造設計を見てみると，現代のコンピュータの発達で簡単に応力が
算出できるようになり，構造計算が容易にできるようになった。有り難い現象
であるが，実は深いブラックボックスともいえよう。構造設計者が手計算をほ
とんどしなくなった今，構造物にどのような応力や変形が生じているかを，ど
の程度チェックすることが可能だろうか。構造計算で一番必要なことは，自分
の手で丹念に計算し，それぞれの構造物に適した経済的で最適な設計を目指す
ことである。
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将来，構造設計を目指す学生諸君は，構造力学が構造設計の基礎となってい
ることを十分に理解してもらえるならば，このブラックボックスを打破するこ
とは容易である。

本書の出版に際して，多大のご尽力とご支援を賜わった株式会社井上書院，
代表取締役社長の関谷勉氏と本書の編集にご尽力頂きました高橋揚一氏には，
厚くお礼を申し上げます。

2013年8月　　　著 者　
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